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桃の節句を楽しむ
　３月３日は桃の節句のひなまつり。認定苫前こども
園では、お茶をたのしみ、古丹別保育所では色あざや
かな着物を着て歌をうたったり、写真を撮ったりした。
　外はまだ雪が残っていたが、この日の園内は一足早
い春を迎えたような気分になった。
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まちの人口
人　口／3,065人（男／1,458人：女／1,607人）
世帯数／1,527世帯 （3月31日現在）

URL:http://www.town.tomamae.lg.jp

古丹別保育所 認定苫前こども園
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係長　平井　裕美(兼)
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阿部　拓矢(兼)　　神永　正輝(兼)

■教育委員会

事 務 局
局長
　成川　　敬

総 務 係 宮前　伸之(併)　　立花　　望(併)■議会事務局

書 記
局長
　成川　　敬(併)
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事 務 局
局長
　横野　宏和(併)

総 務 係
係長　宮前　伸之(併)

総務財政課職員併任■選挙管理委員会

■農業委員会

地域社会貢献事業 まちの施設を整備していただきました

苫前町野球場駐車場の除雪　～橋場産業(株)～
　橋場産業株式会社（奥山和彦代表取締役）が３月２６日 ( 火 ) に苫前町野
球場の雪割作業を地域貢献事業として実施した。例年雪解けが遅く供用開
始が遅れるのではないかと危惧しておりましたが、雪割り作業を行ってい
ただき予定どおり供用できそうです。
　ありがとうございました。

古丹別中学校付近駐車場の除雪　～(株)東北建設～
　一般国道２３２号苫前町苫前道路維持除雪工事を実施している株式会社
東北建設（小島英人代表取締役）がこのほど、古丹別中学校卒業式前の駐車
場拡張作業のため、３月９日（土）旧厚生病院駐車場除雪作業、３月 11 日
（月）古丹別中学校前駐車場除雪作業を社会貢献事業として実施しました。
ありがとうございました。

「早寝早起き朝ご飯」で大臣表彰　～古丹別地区家庭教育サポート企業～
　３月 18 日（月）古丹別地区北海道家庭サポート企業のラジオ体操活動が「早
寝早起き朝ご飯」運動推進にかかる文部科学大臣表彰を受け、町長室で森利男
町長より伝達式が行われた。
　同サポート企業は、渡部工業（株）、橋場産業（株）、苫前町農業協同組合、（有）
新光ビジネス、山本建設工業（株）、萌州建設（株）苫前支店が参加している。
　同サポート企業からは「はじめは、子どもたちの健全育成のため「朝ご飯を食
べてほしい」との思いからラジオ体操に参加した子どもにお米を配付した。
　苫前町農協の松原幸博組合長は「クリーン農業を展開している地元産のお米
を食べて、食味を忘れてほしくない」と話した。
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3
月
1
日（
金
）

苫
前
商
業
高
等
学
校

3
月
12
日（
火
）

苫
前
中
学
校

3
月
13
日（
水
）

古
丹
別
中
学
校

3
月
16
日（
土
）

苫
前
小
学
校

3
月
19
日（
火
）

古
丹
別
小
学
校

3
月
25
日（
月
）

認
定
苫
前
こ
ど
も
園

3
月
26
日（
火
）

古
丹
別
保
育
所

町内各学校・保育所
で卒業式・卒園式

おめでとう！ さらなる飛躍を！

「広報とままえ」に皆様からの声を！

お問い合せ　企画振興課広報広聴係　TEL64-2212 FAX64-2142
E-mail　koho@town.tomamae.lg.jp

　身近な珍しい出来事、珍品、奇品、おもしろい話、自分の体験談、趣味、
作品などをお待ちしております。
　さらに、広報誌に対する意見・要望などもお寄せくだされば幸いです。
　また、広報誌に掲載されている画像がほしい（電子データによる配布のみ）
などの希望にも応えていきたいと思います。

苫前町体育協会スポーツ表彰式 ～丹羽政彦さん講演～
　

３
月
２
日
（
土
）
と
ま
ま
え

温
泉
ふ
わ
っ
と
で
、
苫
前
町
体

育
協
会
（
平
田
日
出
男
会
長
）

平
成
30
年
度
表
彰
式
と
講
演
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　

平
田
会
長
は
「
さ
ら
な
る
高

み
を
め
ざ
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
呼
び
か
け
、
池
田
教
育

長
も
「
小
さ
な
町
だ
が
、
将
来

を
期
待
さ
れ
る
原
石
が
こ
こ
に

あ
る
。
今
後
の
発
展
、
活
躍
を

お
願
い
す
る
」
と
語
っ
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
開
発
法

起
さ
ん
が
「
多
く
の
先
輩
、
友

人
、
地
域
の
支
援
が
あ
っ
て
続

け
ら
れ
た
。
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ

で
も
継
続
は
力
な
り
。
こ
れ
か

ら
も
精
進
し
ま
す
」
と
謝
辞
を

述
べ
た
。

税をテーマとした全道中学生ポスター展 ～２名が北海道知事賞受賞
　

第
33
回
全
道
中
学
生
の
税
を

テ
ー
マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
展
で

古
丹
別
中
学
校（
大
井
学
校
長
）

２
年
の
安
藤
知
佐
都
さ
ん
が
北

海
道
知
事
賞
、
同
２
年
生
の
檜

森
快
く
ん
と
宮
本
里
緒
さ
ん
が

留
萌
振
興
局
長
賞
を
受
賞
し
た
。

　

美
術
を
指
導
し
て
い
る
梅
原

賢
伸
教
諭
は
「
３
人
と
も
丁
寧

に
描
き
上
げ
て
い
た
。
特
に
安

藤
さ
ん
は
、
過
去
の
入
賞
作
品

で
は
見
た
こ
と
の
な
い
面
白
み

を
表
現
し
て
い
て
、
イ
ン
パ
ク

ト
が
あ
っ
た
」
と
賞
賛
し
た
。

　

一
方
、
北
海
道
知
事
賞
を
受

賞
し
た
安
藤
さ
ん
は
「
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
は
時
間
を
か
け

て
工
夫
し
た
。
賞
が
獲
れ
て
と

て
も
嬉
し
い
」
と
喜
び
を
か
み

し
め
て
い
た
。

窪田毅副知事が来町して訓辞
　

３
月
20
日
（
水
）
窪
田
毅
北

海
道
副
知
事
が
苫
前
町
を
訪

れ
、
森
町
長
と
の
会
談
の
あ
と

職
員
に
訓
辞
を
述
べ
た
。

　

窪
田
副
知
事
は
上
川
総
合
振

興
局
長
、
総
合
政
策
部
長
な
ど

を
務
め
、
森
町
長
と
は
長
い
付

き
合
い
、
道
町
村
会
で
も
森
町

長
は
強
い
影
響
力
を
持
っ
た
個

性
派
の
１
人
だ
っ
た
と
話
す
。

　

職
員
へ
の
訓
辞
で
は
「
仕
事

は
生
活
の
糧
を
得
る
こ
と
だ

が
、
一
方
で
は
生
き
が
い
、
達

成
感
を
得
る
も
の
。
仕
事
の
基

本
は
忠
実
で
あ
る
こ
と
、
ほ
う

れ
ん
そ
う
（
報
告
、
連
絡
、
相

談
）
で
八
割
は
で
き
る
」
と
述

べ
た
。

　

ま
た
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
、
苫
前
中
学
校
（
森
正
彦
校

長
）
２
年
の
浅
野
克
一
く
ん
が

北
海
道
知
事
賞
、
同
２
年
生
の

大
矢
根
楓
さ
ん
、
竹
橋
光
雅
く

ん
、
山
口
優
育
さ
ん
が
留
萌
振

興
局
長
賞
を
受
賞
し
た
。

　

北
海
道
知
事
賞
を
受
賞
し
た

浅
野
く
ん
は
「
北
海
道
の
自
然

を
残
し
た
い
と
考
え
た
。
賞
が

獲
れ
て
と
て
も
嬉
し
い
」
と

語
っ
た
。
梅
原
先
生
は
「
限
ら

れ
た
美
術
の
時
間
で
、
こ
こ
ま

で
描
き
上
げ
た
の
は
生
徒
１
人

１
人
の
力
で
あ
る
」
と
賞
賛
し

た
。

　

昨
年
は
馬
の
絵
作
品
で
全
国

最
優
秀
賞
作
品
も
出
て
お
り
、

中
学
生
の
今
後
の
活
躍
に
期
待

し
た
い
。

古丹別中学校

苫前中学校

　

こ
の
後
、
丹
羽
政
彦
（
元
明

治
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
監
督
）
さ

ん
の
講
演
が
あ
り
、
自
ら
の
明

大
ラ
グ
ビ
ー
部
入
部
へ
の
き
っ

か
け
や
、
恩
師
北
島
忠
治
監
督

の
教
え
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

昨
年
22
年
ぶ
り
に
大
学
選
手

権
優
勝
を
飾
っ
た
明
大
ラ
グ

ビ
ー
の
強
さ
に
つ
い
て
丹
羽
さ

ん
は
「
徹
底
的
に
選
手
個
々
と

向
き
合
っ
た
こ
と
、
情
熱
を

も
っ
て
ラ
グ
ビ
ー
と
向
き
合
い

選
手
を
信
じ
る
こ
と
。
北
島
イ

ズ
ム
の
「
前
へ
」
の
継
承
が
古

豪
復
活
に
結
び
つ
い
た
と
考
え

て
い
る
」
と
話
し
た
。

受
賞
者

ス
ポ
ー
ツ
振
興
賞

　

・
橋　

場　

星　

宙

　

・
白　

幡　

来　

美

　

・
開　

発　

法　

起

特
別
賞

　

・
丹　

羽　

政　

彦
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3
月
1
日（
金
）

苫
前
商
業
高
等
学
校

3
月
12
日（
火
）

苫
前
中
学
校

3
月
13
日（
水
）

古
丹
別
中
学
校

3
月
16
日（
土
）

苫
前
小
学
校

3
月
19
日（
火
）

古
丹
別
小
学
校

3
月
25
日（
月
）

認
定
苫
前
こ
ど
も
園

3
月
26
日（
火
）

古
丹
別
保
育
所

町内各学校・保育所
で卒業式・卒園式

おめでとう！ さらなる飛躍を！

「広報とままえ」に皆様からの声を！

お問い合せ　企画振興課広報広聴係　TEL64-2212 FAX64-2142
E-mail　koho@town.tomamae.lg.jp

　身近な珍しい出来事、珍品、奇品、おもしろい話、自分の体験談、趣味、
作品などをお待ちしております。
　さらに、広報誌に対する意見・要望などもお寄せくだされば幸いです。
　また、広報誌に掲載されている画像がほしい（電子データによる配布のみ）
などの希望にも応えていきたいと思います。
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いざんば康健

健　　康
ばんざい

今
月
の
担
当
は 

新
田
保
健
師
長 

で
す

「
健
診
を
活
用
し
た
健
康
管
理
」

　

今
回
は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

に
重
点
を
お
い
た
特
定
健
康
診
査

に
つ
い
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
５
つ
に

ま
と
め
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

町
で
は
、「
年
に
1
回
、
自
分

の
健
康
状
態
を
確
認
す
る
た
め
に

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。」
と
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
日

本
人
の
死
因
の
約
6
割
は
生
活
習

慣
病
で
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は

慢
性
の
病
気
で
治
療
期
間
が
長
く

な
り
が
ち
で
す
。
さ
ら
に
進
行
し

て
合
併
症
が
現
れ
る
と
、
介
護
が

必
要
な
状
態
と
な
る
リ
ス
ク
も
高

く
な
る
か
ら
で
す
。

一
．
年
1
回
の
健
診
受
診
を
勧
め

る
理
由

そ
の
一
：
生
活
習
慣
病
の
早
期
発

見
が
で
き
る

　

高
血
圧
や
糖
尿
病
、
脂
質
異
常

症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
初
期
に

は
、
痛
み
や
具
合
の
悪
さ
な
ど
自

覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
多
く
、
目

に
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
進
行
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
病
気
を
予
防
し
、

自
分
の
健
康
状
態
を
確
認
す
る
た

め
に
は
、
元
気
で
健
康
に
自
信
が

あ
る
方
、
忙
し
い
方
は
な
お
の
こ

と
、
特
定
健
診
を
受
け
健
康
管
理

に
活
用
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

身
体
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
変
化

を
健
診
の
結
果
を
通
し
て
知
り
、

生
活
習
慣
で
見
直
す
と
こ
ろ
は
な

い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
改
善
す
る

こ
と
が
早
道
で
す
。

そ
の
二
：
血
管
の
老
化
（
動
脈
硬

化
）
の
発
見
に
役
立
つ

　

特
定
健
診
は
生
活
習
慣
病
の
前

段
階
で
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
（
メ
タ
ボ
）
に
着
目
し

た
健
診
で
す
が
、
メ
タ
ボ
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
三
：
健
診
料
金
の
助
成
に
よ

り
、
無
料
で
受
診
で
き
る
場
合
が

あ
る

　

町
で
は
、
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
苫
前
町
国
保
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
加
入
者
は
特
定
健
診
（
健

康
診
査
）
の
受
診
料
金
を
助
成
し

て
お
り
、
お
得
。
30
歳
代
の
町
民

も
、
加
入
し
て
い
る
保
険
に
関
わ

ら
ず
、
誰
で
も
無
料
で
受
診
で
き
、

さ
ら
に
お
得
！

そ
の
四
：
治
療
中
の
方
も
受
診
で

き
る

　

治
療
し
て
い
る
病
気
以
外
に
、

総
合
的
な
身
体
の
状
態
を
確
認
で

き
ま
す
。

二
．
町
の
特
定
健
康
診
査
状
況

　

町
で
は
、
年
2
回
の
集
団
健
診

の
ほ
か
、
町
が
契
約
し
て
い
る
医

療
機
関
で
の
個
別
健
診
、
か
か
り

つ
け
病
院
と
の
情
報
提
供
連
携
、

人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
連
携
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
受
診
率
は
、
平
成
29
年
度

の
目
標
（
第
2
期
苫
前
町
特
定
健

康
診
査
等
実
施
計
画
よ
り
）
60
％

の
と
こ
ろ
28
・
4
％
で
あ
り
、
目

標
達
成
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
前
年
度
よ
り
上
昇
し
ま
し
た
。

　

健
診
を
受
け
る
人
と
受
け
て
い

な
い
人
の
医
療
費
を
比
較
す
る
と
、

健
診
を
受
け
て
い
な
い
人
の
方
が

多
く
の
医
療
費
が
か
か
っ
て
い
る

状
況
に
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
健
診
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
早
期
発
見
に
つ
な
が

り
、
治
療
費
が
お
さ
え
ら
れ
た
り
、

健
康
意
識
が
高
ま
っ
た
な
ど
の
変

化
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
２
０
１
９
年
度
の
健
診
日
程

（
集
団
）

日
に
ち

会
場

夏期
六
月
二
八
日（
金
）
公
民
館

六
月
二
九
日（
土
）
福
祉
セ
ン
タ
ー

六
月
三
十
日（
日
）
公
民
館

冬期
十
月
五
日（
土
）

福
祉
セ
ン
タ
ー

十
月
六
日（
日
）

公
民
館

※　

冬
期
は
、
胃
・
肺
・
大
腸
が

ん
検
診
も
同
時
に
実
施
し
ま

す
。

※　

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。
健

診
会
場
、
対
象
者
な
ど
、
詳

細
は
回
覧
等
を
御
確
認
く
だ

さ
い
。

※　

こ
の
集
団
健
診
日
に
受
診
で

き
な
い
方
は
、
個
別
健
診
と

し
て
、
町
と
契
約
し
て
い
る

苫
前
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど

の
医
療
機
関
で
受
診
で
き
ま

す
。

※　

集
団
ま
た
は
個
別
健
診
を
受

診
で
き
な
い
方
は
、
か
か
り

つ
け
病
院
か
ら
の
情
報
提
供

に
御
協
力
く
だ
さ
い
。

三
．
健
診
で
、
再
検
査
・
精
密
検

査
が
必
要
と
言
わ
れ
た
ら
、
早
め

に
病
院
で
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

再
検
査
や
精
密
検
査
の
指
示
が

あ
れ
ば
、
病
院
で
検
査
を
受
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
詳
し
く

正
確
な
結
果
が
で
ま
す
。

　

ま
た
、
治
療
が
必
要
に
な
っ
た

場
合
に
も
、
早
期
発
見
・
治
療
を

開
始
す
る
こ
と
で
回
復
も
難
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

メ
タ
ボ
で
な
く
て
も
、
血
圧
が

高
い
、
血
糖
値
が
高
い
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
場
合
に

は
、
動
脈
硬
化
か
ら
脳
梗
塞
な
ど

に
移
行
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
重
く
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
の

合
併
症
の
治
療
に
お
金
が
か
か
る

上
に
、
食
事
制
限
や
運
動
な
ど
、

す
る
べ
き
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
軽
い
う
ち
で
あ
れ
ば
、

生
活
習
慣
を
見
直
す
だ
け
で
、
元

の
健
康
な
身
体
に
戻
る
こ
と
が
で

き
、
治
療
が
必
要
な
段
階
で
あ
っ

て
も
、
ご
く
限
ら
れ
た
薬
の
内
服

に
よ
り
、
体
調
が
よ
い
状
態
を
保

つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

四
．
症
状
が
出
て
か
ら
で
は
遅
い

！
生
活
習
慣
の
改
善
に
は
特
定
保

健
指
導
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

町
で
は
、
保
健
師
や
管
理
栄
養

士
か
ら
運
動
や
食
事
に
つ
い
て
、

そ
の
方
の
状
況
に
応
じ
た
健
康
づ

く
り
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
対
象
と
声
が
か
か

っ
た
ら
、
ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
事
業
は
保
険
者
か

ら
の
助
成
に
よ
り
、
40
歳
以
上
74

歳
の
国
保
加
入
者
に
つ
い
て
は
無

料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
も
多
く
の
方
に
活
用
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

29
年
度
に
こ
の
事
業
を
活
用
し

た
の
は
42
・
1
％
と
な
り
ま
し
た
。

活
用
し
た
方
か
ら
の
声
を
紹
介
し

ま
す
。

・「
毎
月
、
身
体
の
変
化
が
見
ら

れ
て
、
取
り
組
ん
で
み
て
良
か

っ
た
と
思
う
。」

・「
や
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。“
や

れ
ば
で
き
る
”
こ
と
が
分
か
っ

た
。」

・「
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
い
、

あ
り
が
た
い
。
小
さ
な
こ
と
に

も
気
を
つ
け
れ
ば
、
健
康
に
な

る
と
思
う
の
で
。」

五
．
治
療
中
の
病
気
が
あ
る
方
は
、

受
診
や
内
服
を
継
続
し
ま
し
ょ
う

　

定
期
的
に
受
診
さ
れ
て
い
る
方

は
、
主
治
医
の
指
示
ど
お
り
、
適

切
な
治
療
を
継
続
し
合
併
症
や
悪

く
な
る
こ
と
（
重
症
化
）
を
予
防

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
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アケ括包域地 りよだ

　平成 30 年度第6回の寿いきいき教室を３月 14 日（木）苫前
町公民館で開催し、74 名のご参加をいただきました。
寿いきいき教室では５回目の講演となる齊藤美香歯科衛生士か
ら、「食べて・飲んで・笑おう～健

けん

口
こう

で健康いきいきライフ～」
と題して、口腔機能の維持向上の大切さについてお話しいただ
き、正しい歯磨きの仕方や義歯の手入れ（歯磨き剤を使用する
ときは義歯用にすること）、唾液の分泌や顔や口の筋肉を動かす

「あいうべ体操」（実施するとしわも伸びるとの説明に反響大！）
などについて学びました。また、洗口液や歯磨き剤、根元虫歯、歯ブラシの硬さについてや交換
は 1 か月に 1 回するようにと説明がありました。
　齊藤講師からは、「お口の健康は全身の健康につながります。飲み込む力はトレーニングで良く
なります。顔や口を動かすこともトレーニングになります。一生おいしく食べるために、定期的
に歯医者さんに診てもらい、毎日ちょっとだけ努力しましょう。」とのまとめの言葉がありました。
　講話後には、本年３月に完成した元気いきいき体操ＤＶＤ第2弾の中から “ 基本編 ” を上映し、
運動も行いました。
　この教室は、今年度も年6回奇数月に実施しますので、ぜひご参加ください。

寿いきいき教室

　今年度、第1クール（５月 30 日から８月 22 日まで）の参加者を現在募集中です。
　この教室は1クール３か月（全８回）の短期集中型運動教室で、参加対象者は 65 歳以上 80 歳
位までの方で、次のチェック項目で、太字の回答が１～５の項目で３つ以上、又は６～８の項目
で２つ以上あった方のうち、包括支援センター職員との面接後、元気いきいき教室参加が必要と
判断された方です。

運 動 の
機能

1 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか はい いいえ
2 イスに座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか はい いいえ
３ 15 分位続けて歩いていますか はい いいえ
4 この1年間に転んだことがありますか はい いいえ
５ 転倒に対する不安は大きいですか はい いいえ

口 腔 の
機能

6 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか はい いいえ
７ お茶や汁物等でむせることがありますか はい いいえ
８ 口の渇きが気になりますか はい いいえ

　詳細は、平成 31 年（2019 年）度版の介護予防（いきいき）カレンダーをご覧ください。
　この教室修了時には、「立ち上がりやすくなった」「立ち姿勢が良くなった」などの効果が見ら
れますので、地域包括支援センター職員（保健師や主任介護支援専門員）から個別に参加の案内
がありましたら、ぜひ参加をご検討ください。

元気いきいき教室

お問い合わせ　　苫前町地域包括支援センター　　☎　６４－２２１５

◆事業のお知らせ◆
　５月９日（木）の寿いきいき教室は、年２回実施している体力測定の１回目となります。前回と
比べてご自身の体力が維持できているか、確認のためぜひご参加ください。午前中は一般参加者、
午後は元気いきいき教室卒業生と分けて実施する予定です。

30年度卒業生の声（一部抜粋）
・元気いきいき教室に出て、元気になったので良かった。これからも運動などを続けていきたい。
・最初教室に誘われたときは、不安で参加することがおっくうであったが、自分のためと思い
参加することを決めた。通ったらみんなと楽しく過ごせてよかった。これからも続けて頑張
りたい。
・出かけることが少なく、この教室に来て楽しかった。
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